ホンシン スル テクスト コンラッド ニ オケル コメディ ト パロディー by 渡部 ちあき
論文 白鴎女子短大論集1995，20（1），1－16
　　　翻身するテクスト
コンラッドにおけるコメディとパロディ
渡部　ちあき
　　　　　　　　　　　　　　1　序
　　　　　　　　　　　　　　　　　の　1906年1月から2月にかけて執筆されたコンラッドの短編“The　Brute”
は、スラップスティックなまでにお軽いコメディである。作者自身が「列車
で読んだら車窓から投げ捨ててかまわない」2〉よう「ただ楽亡ませおととだけ
　　　　　　　　　　　　　　　のにこれつとめた（傍点コンラッド〉」と言うこの「娯楽もの」は一見、重厚
で深遠な色あいの目立つ彼の作品世界からは奇妙に浮いた鬼子のような存在
と映る。事実、発表当時の書評の多くはこの軽妙さをもてあまして「気まぐ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　れ」あるいは「薄っぺら」とそれこそ軽視し、以降この小品は今世紀半ばに
　　　　　　　　　　　のなってもなお「なぐり書き」の誇りを免れず、最近に至ってはほぼ黙殺され
ている。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の　だがコンラッドみずから「出来はそう悪くないと思う」と矛今侍を示してい
たこの怪作の仕上がり具合は、なるほどいい加減どころではない。幾重もの
パロディがふんだんに仕組まれたこの物語には、その「軽さ」にこそ看過す
べからざる重要な本質が潜んでおり、テクスト・作家・社会の相互作用と複
合的生態の中に生まれかつ生きているこの「軽さ」は、現在ポストモダニズ
ムの視点からの再検討・再評価をこそ要するような種類のものですらある。
本稿では“The　Brute”というテクストがその演じるパロディによって、こ
れをめぐるさまざまな社会的ディスクールとその中でのコンラッドのスタン
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スを同時にあぶり出してみせるさまを分析する。さらにこの「特異な」作品
における「ユーモア」が実はコンラッド文学の前期から中期への決定的な転
回軸となっていたことを、彼の他者性や帰化の問題ともからめて論じたい。
一　進化論とヴィクトリア朝の室内娯楽
　パロディはコンラッドの主要なテクスト構成原理のひとつである。代表作
「闇の奥」の混沌たる語りが実は、博物学的感性のゆきわたるヴィクトリア
朝の大衆消費文化のパターン、とりわけ旅の言説、そして19世紀小説の語り・
表現形式・プロット構成のいずれをも徹底的に裏返しつきくずし転覆すべく、
入念かつ緻密に企図された末できあがった怪異な織物であることを筆者はす
　　　　　　　　ラでに別稿で論じた。「闇の奥」におけるこの過激で画期的なパロディは、お
もに観光旅行・博覧会・見世物小屋といった屋外レジャーを相手に帝国主義
への嫌悪と苦渋をにじませて、忌避と破壊へ向かうベクトルをもつ切実なパ
フオーマンスであった。
　これに比して“The　Brute”では、同じく大衆レジャーのうちでも特に室
内娯楽のパターンをよりストレートに取り込み、これを船乗りの話の伝統的
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ダ　トな型にかぶせ、定位置を固めた上で安心して椰楡の矢を奔放に投げている。
それほど強烈な批判や毒を含まず、むしろいっそ明るくこの語りを楽しんで
しまう余裕が漂うこの作品で、コンラッドは対象をより身近に引き寄せパロ
ディをまさに自家薬籠中のものとしている感がある。
　そこでまずは“The　Brute”の芯地となっているヴィクトリア朝の室内娯
楽の状況を、そこに浸透する進化論と博物学の感覚とともに概観しておかな
くてはならない。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の　19世紀後半のイギリスにおける戸外レジャーとスポーッの急速な広まりと
密接に連動していたのは、強者の勝ち残る社会ダーウィニズム、ギャンブル
を伴うショービジネス性、そして拡大する活動領域を支配下におさめてゆく
　　　　　　　　　の帝国主義意識であったが、屋内ゲームと手芸がやはりヴィクトリア朝に瞠目
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すべき隆盛をみたことにも、これと同様のモーメントがはたらいている。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　め　まず1850年代に勃興したチェスのトーナメントやトランプのコンテストは、
適者生存・賭博・英雄君臨の三要素を露骨に体現する、いわば卓上版ボクシ
ングであった。遊びの衣の下に生存闘争の鎧を覗かせるこうした催しは、ス
ポーツの競技会と同じように「実力」と「運」の交錯する人生航路を想起さ
せる。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　双六をはじめとするボード・ゲームや各種カード・ゲームでは手札・寮の
目という形で偶然が勝敗に介入し、タロット・茶葉・手相・星座などによる
　　の占いになると、偶然と見えるものの中に必然の運命を読みとることで決定論
が如実に顕現する。「宿命に遊ばれることを遊ぶ」こうした楽しみ方は、こ
の時期に全盛を誇った自然主義小説の読み方に重なる。
　「必然の結末」に対する肯定的な認識が、文学において自然主義小説の陽
画ともいうべき推理小説の大群を産みおとしたように、「謎解き」への積極
　　　　　　　　　　　　　　　の　　　　ユの的な関心は、大衆娯楽の領域に手品と影絵の流行を呼びおこした。あえて隠
された「種」なり「正体」なりを見破りたいという欲望の充足を保留されつ
つ眼前のからくりと戯れる感性、トリックの奥に必然の連関が存在するとい
う確信、解決の安定性を見越したうえでのサスペンスの快楽は、「推理する
遊び」を書斎から居間にも広げたのである。
　この「謎解き」の手続きがさらに複雑化・細分化したものがジグゾーパズ
　　の
ルであり、不完全な断片をつなぎあわせて原像を復元する作業は地質学の方
法を踏襲し、見失われていた秩序を材料の整理によってみずから発見する喜
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ラびは博物学的快感と言ってよい。マイリオラマなど万景図タイプのパズルに
なると風景や顔、服、髪といった部分の無数の組合せを試すことで全体像そ
のものにまで関与し、これを選択することが可能となる。
　　　　　　　　　　　ラ　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゆ　　　　　　　つ　　　　　　　　あ　さらにデコパージュ、パッチワークやキルト、押し花、貝殻細工といった
ヴィクトリア朝の手工芸に共通する特質は、雑誌・包装紙の切り抜き、端切
れ・古布、植物、貝など、いずれも収集し保管していた断片をもとに、取合
せの妙によって全く新しい全体像をつくりだすことである。個々では取るに
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足らぬと見えた小片が適所に配されることで、全体の中にあってはじめて、
思いもかけぬ美的効果を発揮し、一挙に高い付加価値を得る。しかも素材発
掘・デザイン・構成という主体的な編集作業には、一貫して自分の好みや個
性、技能と才能が表現できる。こうした創作活動は単純から複雑をつくりだ
す、また無数の要素を一定の法則のもとに統合し支配するという点で、いわ
ば混沌の世界に秩序と意味を与える創造主の立場に制作者の身を置かせてく
れる。その仕事は、単純作業の繰返しからくる退屈さばかりではなく、みず
からの技芸の行使する魔法と権力がもたらす陶酔をも伴うものであったはず
だ。しかも完成品が贈り物として祝福・愛情などの強いメッセージ性を帯び
ている場合も少なくなかった。意味形成のプロセスを濃厚にたたえたこれら
の装飾品は、意味へと集約する自然主義的世界観と、採集標本から体系を構
築する博物学的構成技法の出会いの精華だったのである。これは拡大する帝
国主義の活動様式が、政治・経済・学問にとどまらず娯楽・美術の分野にま
で浸潤し機能していたことをも決定的に明示する。印象派の技法、とりわけ
点描法は、まさにこの延長上にあったのだ。
　実際、ヴィクトリア朝において室内娯楽が果たした大きな役割のひとつが、
こうした帝国主義・博物学・進化論のもつ枠組・方法・イデオロギーを、そ
の手軽さと経済性ゆえに屋外レジャーよりもはるかに容易に速やかに、そし
てより広範にわたる社会階層にきめ細かく、伝播し普及することであった。
天候も季節も問わない屋内レジャーは、不順な気候のイギリスにあって一年
中また一日中楽しめる、というまたとない好条件を備えていた。ゲームの賭
博性、占い・手品のショー性、手工芸品の商品性といった室内娯楽の商業性・
収益性は、これらを暇つぶしにたしなむ上・中流ばかりでなく生活の必要に
迫られた労働者階級やジプシー、大道芸人にまで定着させる。とりわけ1850
年代以降、技術の改良発達に伴う工場労働の効率化や、労働時間の短縮へ向
かう社会風潮によって労働者の余暇が増加したことも、娯楽の一般化を促進
　　モ　した。ゲームや手芸は時間・空間・体力の制約が少ないため老人や病人にも
親しまれたし、より身近な生活空間である家庭内に登場することで女性だけ
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でなく男性にもなじんだ。また手工芸品の携帯性はこれを屋外にも進出させ
た。たとえばコンラッドも知悉していたであろう、貝殻細工を船員が恋人や
　　　　　　　家族に贈る習慣は、海という特殊な社会、また典型的な男だけの世界ですら
例外ではなかったことの証である。
　室内娯楽のもつコミュニケーション機能は、人的ネットワークづくり、す
なわち人間関係の拡張と統合をも行なった。各種ゲームは特にクリスマスな
ど冬場の家族・親族の集まりで、世代間の隔絶を解消し、世俗的な葛藤や問
題もいったん棚上げにして、血縁を共有する者どうしの一体感を強めるはた
　　　　　　らきをした。日曜の午後に教会で行なわれることが多かったキルティング・
ビーズと呼ばれるつどいは、持ち寄った種々雑多な布で共通の目的とデザイ
ンのもと一枚のキルトを共同制作することにより、地域の女性の間に連帯感
　　　　　　あをはぐくんだ。そこは単なる作業場ではなく、結束を固める集会場、また情
報交換のできる会議場として、強い求心力をもった共同体の核だったのであ
る。
　こうした室内娯楽の政治性は「ひとり遊び」型のゲームにも潜在していた。
個人の自立と自律を促し、問題の解決によって達成感を与える効果が、しば
しば子供の教育に応用・利用された。文字や数の教材のみならず、「レッド・
インディアン射撃ゲーム」のように帝国主義高揚の具としての性質を露骨に
　　　　　　　　　　　　　　　　　27）表明するものまでが堂々と流布していた。
　かくも多様な要素と可能性をはらむ室内娯楽のパターンをコンラッドが小
説にもちこんだことは、唐突どころか鋭敏な嗅覚と深い洞察に発する功業だっ
たと言えよう。進化論の認識と博物学の方法はヴィクトリァ朝小説全般に多
かれ少なかれ見られるものであったが、手工芸品という実体の色彩と形態は
具体的・視覚的に小説家の職人気質に直接訴える力をもつ。またゲームや影
絵や手品のもつショー性と物語性は、ポップ・アップ絵本や紙人形劇の登場
によって、三次元の娯楽から二次元の本へと通ずる経路をすでに切り拓かれ
準備されてもいた。とりわけ当時一世を風靡した紙人形劇切抜本の印刷出版
社主、ベンジャミン・ポロックはポーランドからのユダヤ系移民の子であっ
一5一
渡部ちあき
　　た。19世紀のロンドンに大陸から移民した者のうちポーランド系・ユダヤ系
の多くが商店を営み、街頭音楽師など芸能関係はイタリア系が大半を占めて
　　いたなかで、ポロックのひときわ目を引く成功がコンラッドに何らかの刺激
と示唆を与えたことは想像に難くない。
　こうした室内娯楽のモチーフを適用することでコンラッドは、この短編に
社会的・文化的な奥行きをたたえさせるとともに、ゲームの快楽とテクスト
の快楽の相乗効果によって作品のもつ娯楽性を増し、稀有の軽味をも醸して
いるのである。
皿　“The　Brute”一手品するテクストー
　“The　Brute”は作品そのものが一幕の手品である。それは常に巧みに身
をひるがえし、読者の予期をかわしては思いがけない局面を披露して、驚き
と笑いを誘い出す。しかもその巧妙なトリックはテクストの随所に、幾重に
も、入念に、しかしあくまでもさりげなく、仕組まれている。
　けだもの　「獣一ある憤慨の物語」という大仰な表題は、当時の小説環境から、自
然主義的悲劇を予測させる。たたみかけるように、パブに集まった船員たち
の噂話の主人公は「殺鐡を繰り返して世問を俳徊する魔性の彼女」、すわ女
切り裂きジャック、大量猟奇殺人鬼諜か、と腰が浮く。その正体はまず「ア
プス家」と明かされるが、それも人間ではなく、女性形を使う英語がタネで、
実は船の名であることがやがて判明し、読者の期待した血の海ではなく本物
の海の話となる。この手続きも、事情を知る船員たちと知らない「私」との
なかなか噛み合わない会話を軸に、既知と未知の交錯および代名詞の駆使に
よる「言葉の手品」の段取りを踏んでいる。
　しかもこの「彼女」の犯す殺人は、人の計画や操縦を唐突に裏切るという
　　　　　　　　　　ゆ「いまいましいトリック」により、かつ喚笑をすら誘う類のものである。ま
ず第一の犠牲者は、2000トンに設計するも出来てみたらば1999トン強、悲嘆
のあまり寝込んで死んだ大船主のアプス老、100まで生きるはずだった彼は
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この時96歳、という「寸足らず」の喜劇のすべり出し。鎖も網もちぎっては、
帆を裂き錨を振り回し、曳航船に突っ込むわ、船大工を押しつぶすわ、舵手
をたたき落とし人夫の頭をかち割って、あげくに一等航海士と婚約した船長
の姪をあたかも嫉妬に駆られてか、錨の先にからめ取り海の藻屑と沈めてし
まう、こうした乱暴なドタバタは、まさに船版「パンチとジュディ」の人形
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　つ劇、その残酷さにもかかわらず「不思議に人を惹きつける」この船は、庶民
の人気者パンチそのもの、はたまたパンチに殴られっぱなしの妻ジュディの
復讐の化身か、といった趣である。それでいて最期は意外にあっけなく、操
舵そっちのけで女にうつつを抜かしていた二等航海士を神隠しにした直後、
あっという間に大風で壊れて沈み、はいそれまでよと自分をも神隠しにする
かのように姿を消して、最後まで人をはぐらかしおおすことまさしく手品師
の如きである。
　さらに“The　Brute”という作品の演ずる手品は、「彼女」の物語の筋立
てを核として何重もの枠をもつ入れ子構造になっている。「アプス家」号の
三等航海士だったという語り手ネッドが帰ってしまうと、パブの常連のうち
誰ひとり彼を知る者はいないことがわかる。頻繁にあいづちを打ち同情の涙
にかき暮れていたジャーミンだけは旧知の友か、絶えずハンカチで涙を拭い
ては乾かそうとひらひらさせていたあの手振り、さてはネッドの「手品」の
サクラか助手か共犯か、と、思いきや、彼もまた乗せられていただけ。その上、
狐につままれたはずの「私」が席を立つその態度は、しかし極めて平静であ
る。　“On　going　out　I　exchanged　a　glance　and　a　smile（strictly　proper）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ラwith　the　respectable　Miss　Blank，bar－maid　of　the　Three　Crows”という幕
切れは、幕開けの“Dodgingin＿Iexchangedasmileandaglancewith
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Miss　Blank　in　the　bar　of　the　Three　Crows．．．with　extreme　propriety”と
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　かた完全に呼応しており、この閉じ方によって実は一番の騙り手たる「私」が、
その手品の前後に読者に向かってする愚勲な挨拶という枠組を作っていたこ
とに思い当たる。となると終幕でジャーミンのハンカチをカーテンにたとえ
ていたのも、これを手品のムード作りに利用していたのがむしろ「私」の方
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だったことを示唆していたわけだ。だいたい「空白嬢」というのもふざけた
名前で実在するものやら疑わしく、この名はむしろ、読者が自身を代入すべ
き「高みの見物の座」を提供しているものといえる。「三羽烏亭」の名もジャー
ミン、ストーナー、「私」の常連三人ではなく、「アプス家」号、ネッド、
　　　かつ「私」の担ぎ屋三人組ではなかろうか、という気にさせる。
　このように読者の視線を釘づけにしながら目まぐるしくこれを翻弄してや
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　テクスチュアまないこのテクスト全体が、一枚のハンカチとしてはためく織物となってい
る。筋および語の多義性と戯れるそのさまには、それらを「闇の奥」におい
て力ずくで相対化しようとしたのと同じことを、コンラッドがこの作品では
娯楽の糖衣で行なっているゆとりが感じられる。
　かてて加えて、この短編をいっそう娯楽的にしているのは、そこに充満す
るパロディである。結末でパブを去るネッドの“Henoddedatmeina
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　friendly　way，and　went　out　with　a　swagger”という身振りが、その前の
巨漢ストーナーの中座のシーン、　“like．．．a　docile　elephant．．。he＿
squeezed　himself　through　the　door＿We　smiled　at　each　other　in　a
　　　　　　めfriendly　way”を明らかに椰楡しているのも、この作品のもつ風刺のスタン
スを端的に表している。
　まず目につく標的は自然主義小説の基底をなす進化論、および優生学であ
る。船会社“Apse＆Sons”の所有する船は“the　Lμoッ．Apsε，the∬αroZd
Apsε，an一航ε，Jo肋，Mαloo伽，ααrα，」誠θむ＿Everybrother，sister，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　aunt，cousin，wife－andgrandmother．．．”と、まさしく一族として描か
れ、名船揃いの技術の粋を結集して造られながら出来損なった“the。4psθ
Fα而砂”はこの家系の代表ならぬ突然変異のイメージを持つ。「邪悪な醜女」
「狂気の野獣」「呪われた悪魔」と口を極めた罵りの表現は当時、劣性遺伝に
こそ適用された語彙であり、擬人化と人間性否定を同時に行なうことでその
双方を強烈に引き立て合っている。おまけに、この船のモデルはコンラッド
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　タのが1880年9月にシンガポールで見た満身創疲のtheβ砿θs　Fαm‘砂だったの
をわざわざ変えたその名“apse”（教会の最高部の後陣）は、そのアナグラム
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“apes”をこもらせて、進化論論争の二極たる神と猿を同居させる意図を匂
わせる。
　女性差別も目立つ。「彼女」の「売れ残り」扱いにはヴィクトリア朝の人
口比率の偏りゆえに生じた「余った女たち」の、また「じゃじゃ馬」扱いに
はちょうど全盛の婦人参政権運動中の「ニュー・ウーマン」と呼ばれるフェ
　　　　　モ　ミニストたちの影が漂い、「こんな女は殺されて当然」というコメントの辛
辣味を増す。最後の犠牲者となる二等航海士を誘惑したのが旅客の子供に付
き添うガヴァネス（女家庭教師）であるところでも、雑誌『パンチ』がこの
　　　　　　　　　　　職業の女性に注いでいたのと同種の視線が向けられている。
　またコンラッドは自分の小説をすらパロディのネタにしている。「へそま
がりの船」は「台風」などにおける「忠実な船」の裏返し、それに婚約者が
海中に転落したのを追ってすぐに飛び込む一等航海士は「ロード・ジム』の
もじりである。荘重な象徴に満ちた彼の海洋小説と比べるとき、「どえれえ」
とか「ダチ公」とでも訳すべき“The　Brute”にあふれかえる野卑な船員言
葉の大群はその可笑味を倍増し、英国における船員の階級の低さ、言葉遣い
の悪名高さを思えば船員コンラッドの実生活はむしろこちら、となると代表
作の数々の方がみな大仕掛けのパロディに見えてきて笑えてしまうくらいで
ある。「アプス家」号の「こっぴでえ」所業から悲劇性を減じているもうひ
とつの要素が大泣きジャーミンの過剰な涙だが、これとてその昔大流行した、
数頁めくるごとに涙数滴がノルマであったが如き「感傷小説」のおちゃらか
しと言える。
　このようにこの物語はその椰楡の射程をぐんぐん拡大し、コンテクストを
知れば知るほどほくそ笑みも増す仕掛けであるが、ひねりをふんだんに演じ
つつなお「ほんの一夕の雨宿りの慰み」におさまり「船乗りのほら話」の伝
統に着地して端正にしめくくるあたり、なんとも心憎いまとめようである。
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IV　コンラッドとインターテクスチュアリティ
　“The　Brute”におけるコンラッドのパロディの特質は、ポストモダニズ
ムの概念でこそ把握しやすい「参加」の方向性にある。T・S・エリオット
らモダニズム作家の場合、パロディは正典や権威を相対化し、自身を「解放」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゆする遠心力を発揮する。だがポストモダニズムにおける「言語論的転回」は、
テクストとコンテクストの同心円構造や作品と現実の反映関係を破砕し、言
語自体が現実の形を定めていく遂行機能、言述が「書かれた不文法」の如く
　　　　　　　　　　　　の社会を構成していく規定機能、そして作品のもつ寄生性と増殖性を明らかに
する。閉じた完成品や個性の創造物としてのテクストというものは存在しな
い、あるのは開かれたディスクールの相互生成作用による生態学的な関係性
の場である、というインターテクスチュアリティの概念においては、パロディ
　　　　　　　　　　　　　　　　のはテクストの生産原理そのものである。つまりパロディとは、確立したオー
センティシティからの戯的逸脱ではなく、動的なインターテクスチュアリティ
ヘの積極的参与であり、対象を批判・攻撃するのではなく、対象にヴァリエー
ションを付与することでこれを増強し拡大する協業行為なのである。
　モダニズムどころかヴィクトリア朝小説の残光いまだ衰えぬ時期のコンラッ
ドのパロディがこうした建設的ベクトルを持つのは、外国人としての他者性
の認識、および文化的・社会的帰化への希求が同方向に連動しているためで
ある。オリジナルの共有を前提として成立するパロディは合言葉の機能を持
ち、暗黙のうちにオリジナルを想起・連結する能力の有無により共同体の成
員と非成員を判別・分離し、前者には連帯感を、後者には疎外感を生む。ゆ
えに集団外部の人間があえて行なうパロディは、共通の土壌の確認ではなく
意識的参入、獲得のアピールとなる。コンラッドの試みはまさに環境との関
係の安定性の構築を志向し、地盤に根付こうとする一種保守的な要素を内包
しているのである。
　しかしコンラッドの企図を阻むのがパロディの持つもうひとつの要素、ユー
モアである。多弁さと軽やかさが売り物の“The　Brute”のコメディ・セン
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スは、アンダーステイトメントを旨とする英国の伝統的なユーモアとは基本
的に異質である。ストレートに受けそうな労働者階級はすでに「難解な作家」
という定評の彼の読者層ではなかったし、知識階級には「本質的にスラヴ的
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　であり、きわめて非イギリス的なユーモア」ととらえられて逆に異国的印象
を強める結果となる。それでもこのようにユーモアを認める親友エドワード・
ガーネットは好意的なほうで、コンラッドの「明るさ」は英国ではほとんど
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゆ無視されてきた。今日に至るまで、コンラッドのアイロニー論の氾濫に比し、
喜劇性を正面から論じたものの少なさは驚くばかりであり、大陸、たとえば
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　れオランダでコンラッドの東欧的バーレスク性がコンスタントに扱われている
のと極めて対照的である。
　この「対象との縮められない距離」を、しかしコンラッドは逆利用する。
すなわちディタッチメントの質を陽から陰に転ずることで、パロディをアイ
ロニーに、喚笑を冷笑に変じ、庶民感覚は大衆意識に、外国人意識は現代人
の疎外感としてく他者＞ならではの視点を生かし、以降の政治小説群を生み
出すのだ。　“TheBrute”をその同時期に執筆された二作と並べてみると、
この転換をつぶさにたどることができる。　“An　Anarchist”は突然変異と
並んで当時タブー視された存在、無政府主義者が表題だが、これも実はそう
誤解された修理工の話で、大げさなタイトルを裏切る話運びはやはり喜劇的
だが、社会機構の前での個人の無力さが作品に暗い影を落としている。
　“The　Informer”は「都会の一隅に集う」設定、結末になって信用できな
いことがわかる語り手、という同じ枠を使いながら、登場人物に本物のアナ
キスト、筋にその密会と密告を代入することでリアリティと非情さを増して
いる。この舞台に“The　Brute”的女殺人者のウィニーとその弟、劣性遺伝
の白痴スティーヴィーを投入すれば丁舵Sθereε．Agθ漉ができあがる。こう
してコンラッドは、不安定な位置からこそ社会の不安を克明に描き出す「現
代作家」として評価され、当初の思惑とは全く異なる形で「偉大な伝統」に
　　　あ　連なり英文学に参画・寄与する悲喜劇をみずから演ずることとなったわけで
ある。
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V結
　“The　Brute”はコンラッドの小説系統の中で一過性の突然変異と見えな
がら実は有機的な連関を持ち、この小品のコメディ性が作家の英国に対する
位置、距離、態度のありようを前景化することで、コンラッドの作品世界は
ちょうどミッシング・リンクをはめこんだかのようにその展開の方向に必然
性と説得性を獲得し開示する。しかもそのような重みを全く感じさせずに軽々
と翻身し、大作の陰に隠れんぼするさまは、まさしくタネをみせないテクス
トの奇術、あっぱれな「動物」のサーカス芸だったのである。
　　　　　　　　　　　　　　註
1）Owen　Knowles，・4CoπrαdσhroπoZo8：ン（London　l　The　Macmillan
　PressLtd，1989〉，P．63．
2）LettertoE　L　Sa，nd，erson，6November　l907，Frederick　R．Karl　and
　Laurence　Davis　（eds．），ThθCoZZθoむεd　Lε6むθrs　o∫Josξρh　Coπrαd，
　Vol．31903－1907（Cambridge：Cambridge　University　Press，1988），
　p．508．
3）Letter　to　Sir　Algemon　Methuen，26January　l908，G6rard　Jean、
　Aubry（ed，），Josξρh　Coηrαd：Lびεαn，d　Lθεεεrs，Vol．2　（London：
　William　Heinemam，1927），p，66．
4）R・bertLynd，review，Dαみ枷s，10Augustl908，P．3inN。rman
　Sherry（ed・），C・πrαd：Thθσ磁・α肋伽8θ（L・nd・nlR。utledge
　and　Kegan　Pau1，1973），p．212．“The　Brute”を収録した短編集且
　Sθεo∫S‘κの出版（6August　l908）直後の書評。
5）Anders・nGraham，unsignedreview，C・ひ吻伽，15August1908，
　pp．234－5in　Sherry，p．218．
6）J・celynBaines，」・sのhσ・πrαd：且C襯cαZB‘・8rα吻（L。nd。n：
一12一
翻身するテクスト
　Weidenfeld　and　Nicolson，1960），p．323．
7）Letterto：E．L．Sanderson．コンラッドが“The　Brute”を失敗作だと
　思っていなかったことは、英国での1906年12月のPα‘砂C加oπεoZθ初出
　のあと、1907年ll月に米国のMoCZμrθ’sMα8α2‘πθにも掲載、のちに
　は8編のみを収録した選集丁加Sんorむθr　TαZθs　o∫Josθph　Co群αd（New
　York：Doubleday，Page　and　Company，1924）にもこれを“Youth”や
　　“Typhoon”と共に再録している事実に窺い知れる。
8〉渡部ちあき、「「闇の奥」の外　　　コンラッドと大衆消費文化　　　」、
　『白鴎大学論集』第10巻　第！号（！995）。
9）F．M。L．Thompson，ThθRεsθo∫RθspθcεαわZe　Socε吻l　A　Soo‘αZ
　伍sむorッo∫V‘cεorεαπBrεεα加1830－1900　（Cambridge：Cambridge
　University　Press，1988），Chapter7Play，pp．246－306．
10）富山太佳夫、「空から女が降ってくる　スポーツ文化の誕生』（岩波書店、
　1993）。
ll）Sally　Mitchell（ed．），V‘oεorεαηB漉αεπ∴AπEπcッoZop薦α（London：
　St。James　Press，1988），pp．84－5．
12）APT　International　Inc．（e（1．），T13θEκhめ観oπ　o∫σhぬlrθガs　Toッ
　Booんs∫roηLεhεL‘」砂　L必rαrッ　CαεαZogμθ　（Tokyo：The　Asahi
　Shimbun，1991），pp．40－4．Henceforth　L泥砂LめrαrッσαむαZog膨θ。
13〉Ibid．，pp．45－6．Madame　Joanna　Lorenz（ed．），σαrd　GαηLes：
　V‘cεor‘απPα漉ηoθα記0伽rσα肌θs，∫orOπεorハ4’orεPα漉clPαπ6s
　（London：Charles　Letts＆Co　Lt（1，1993）．
14）Lorenz（ed．），For伽θ一丁εZ伽9：D副η‘η9εhθF伽rθ∫ro肌乙heSεμ吻
　o∫むhθ∬απ4απd　Oむhθrハ4eεho（∫s（Lond．on：Charles　Letts＆Co　Ltd，
　1992〉．
15）Lorenz　（ed．〉，Coηノμr加8　丁冠oんs：Rθひθα麗π8　むhθハ｛ysεθrεεs　o∫　むhε
　ハ4αg‘o、4πs（London：Charles　Letts＆Co　Lt（1，1992），」α8gあπgαπd
　FFθαむs　oゾ’τ）εκむεr詫‘y　：Aηταβ‘ηg　Acむs　o∫S為‘IZ　απdl　Sz6わ61θむ‘ソ∫or　むhθ
一13一
渡部ちあき
　jDoη1θs配o．Arθηα（Lon（10n：Charles　Letts＆Co　Lt（1，1992）．
16）FeliceH・dges，Pθr‘・4Pαs伽乙θs：。4Prα。6‘cαZσ翻θ6。F。μ7
　C臨副θs　o∫1）θoorα伽θα瞬s（New　York：Weidenfeld　and
　Nicolson，1989），pp．54－9。Pat　Pilling，“Making　History　with
　Silhouettes：Those　Sentimental　Shades，”V‘oεor‘αηHoηLθs，Vol．2
　1ssue2，Spring　l983，pp，20－1．Phila　H．Webb　and　Jane　Corby，Th2
　L琵配εBooh　o∫Hα几d　Sんαdloωs（Philad．elphia：Running　Press，1990）．
　友部　直・編著、『ヨーロッパのきりがみと影絵』（岩崎美術社、1979）。
17）L助励rαrツσα亡αZ・8ひε，PP．47－8。
18）　Ibi（i．
19）Hodges，PP．66－9．
20）lbid．，PP．ll8－9．
21）lbid．，PP．166－9．
22）Ibid．，pp．147．51．Carol　McD。Wallace，Vlo60rεαηTrθαs膨s：．Aη
　、4Z勧〃あαn／d　Eεsεor‘oαZσ痂dθ∫or　CoZZθoεors（New　York：Harry　N．
　Abrams，Inc．，1993），p．136．Francis　Kirsch，“Shellcraft：Creating
　Summer’s　Souvenirs，”V‘cεor‘απEo珊θs，VoL　91ssue3，Summer
　l990，PP。16－8．
23）Thompson，PP．272－4．
24）Julie　Jones　and　Kenneth　Ames，Loo2Tohθπs（Chudleigh，Devon：
　David　Porteous，1992），pp．16－9．Tim　O’Brien，“The　Sailor’s
　Valentine：　‘Sea　Shells　for　Sweethearts．．．’”，岡c60パαπHoηLθs，
　VoL31ssue　l，Winter　l984，pp．18－9，91．
25）Satenig　St．Marie，“Victorian　Games　for　Young　and　Old，”
　V‘oむo冠αηEoη乞εs，VoL91ssue4，　Fall　l990，pp．12－4，llO．
26）Wallace，p．156．ジョン・セイモア、『図説イギリスの生活誌　道具と
　暮らし』、小泉和子・監訳、生活史研究所・訳（原書房、1989）、170－1
　頁。
一14一
27) Iona and Peter Opie and Brian Alderson, The Treasures of Childhood : 
Boohs. Toys, and Games from the Opie Collection (London 
Pavillion Books Ltd, 1989) , pp. 120-86. 
28) The Story of Benjamil~ Polloch aTidPolloch's Toy Museum (London : 
Pollock's Toy Museum, 1982) . Jenny Burke and James Heard (eds.) , 
Polloch's World of Toys (London : Pollock's Toy Museum, 1975) , 
pp. 1-7. 
29) Keith Sword, "The Poles in London," Nick Merriman (ed.), The 
Peoplirtg of London (London : Museum of London, 1993) , pp. 154-
162. Anne Kershen, " The Jewish Community in London," ibid., 
pp 138 148 Lucro Sponza "Itahans m London " ibid., pp. 129-137. 
Sav Kyriacou, Passport to Exile : The Polish Way to L07rd01~ 
(London : Ethnic Communities Oral History Project, 1988) . 
30) Joseph Conrad, "The Brute," A Set of Six (1908) in The Worhs of 
Joseph Conrad, the Uniform Edition Vol. 15 (London and Toronto : 
J. M. Dent and Sons Ltd, 1923) , pp. 119, 127. 
31) Ibid., p. I15. 
32) Ibid., p. 131. 
33) Ibid., p. 105. 
34) Ibid., p. 131. 
35) Ibid., p. 109. 
36) Ibid., p. 110. 
37) Baines, p. 355. 
38) Diane Atkinson, The Purple White & Green : Suffragettes m London 
1906-14 (Museum of London, 1992) . 
39) ~~4l~~~~e)~;f,~ ~7 l/7 ~~~ ;~: ,ll~~*~~~f ;f~ii r~~z~~~~~>t~~~;u~i~'~)~ 4~F 
lj ;~a)~~f..-~)1830-1910~ (~I~~TU'4~~'T~. 1989). 91~:. 
40) ~-~4 ~/ ' -~~J14 r~~*~~~~=~E-_.~'-'~ /¥-/~-7;~=)~ ~~ ~  RB 
- 15 -
~7-~~~~~~)~:p~l~t~) ~~) J ~;7~~~~i~~lrl. E;~~~;Lv9)~ . ~-'--"~R. ~EEI*~*~~ 
^~~*754~" ()fi~~~~~~~. 1987) 29 54~ 
41) Drucilla Cornell, The Philosophy of the Limit (London and New 
York : Routledge, 1992) . 
42) Linda Hutcheon, The Politics of Postmodernism (London and New 
York : Routledge, 1989) , pp. 93-117. 
43) Edward Garnett, unsigned review, Nation, 22 August 1908, p. 746 in 
Sherry, p. 221. 
44) ~.~~:I~~'~~~~ ~ t~~ v~~~. ~~;~i~ Gail Fraser, "Conrad's lrony : 'An 
Outpost of Progress' and The Secret Agent," The Conradian 
Jourual of the Joseph Conrad Society (UK) , Volume 11 Number 2 
(November 1986) , pp. 155-169. 
45) A. G. van Kranendonk, "Joseph Conrad," ETlglish Studies 1920, 
Volume 2 Nos 7-12 (Amsterdam : Messrs. Swets & Zeitlinger, 
1920) , pp. 1-8. Stanton de voren Hoffman, Comedy and Form in the 
Fiction of Joseph Conrad (The Hague and Paris : Mouton & Co. N. 
V., Publishers, 1969) . 
46) Frank Raymond Leavis, The Great Tradition.' George Eliot. Henry 
James. Joseph Conrad (London : Chatto & Windus, 1948) . 
- 16 -
